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　東日本大震災後の復興支援から
生まれた「TOMODACHIイニシ
アチブ」が企画した『ドラッカー日
本人次世代リーダーズプログラム』
に、土浦第一高等学校の正田真悟
さんが参加しました。県内で唯一
合格した正田さん。この貴重な経
験を今後に活かしていただきたい
と思います。

　平和な世界と人権尊重の意識高揚を目的に、市民会
館で「人権と平和の集い」が開催されました。広島の平和
記念式典に参加した中学生による体験発表が行われたほ
か、動物の声帯模写でおなじみの江
戸家猫八さ
んによる講
演会が行わ
れ、参加者
に命の尊さ
などを呼び
かけました。

（９月28日）

　小町の里にある「小町の館体験館」で、ケーナ奏者で
ある渡辺大輔さんによるコンサートが行われました。
ケーナとは、「コンドルは
飛んでゆく」で知られる南
米の伝統管楽器です。チャ
ランゴやサンポーニャと
いった南米の楽器も加わ
り、新治の空に南米アン
デスの風が吹き抜けまし
た。（９月14日）

　レストハウス水郷で行なわれた「レストハウス収穫祭」
と、桜川保育所で行なわれた運動会において、つちまる
の歌「スマイル☆つちまる」が披露されました。レストハ
ウス収穫祭ではおそろいのＴシャツを着た子どもたちが、
桜川保育所運動会ではおそろいの手作りつちまる耳飾り
をつけた園児たちが、それぞれつちまると一緒に元気よ
く歌って踊り、来場者や応援に来ていた家族からは温か
い拍手と歓声が送られていました。（９月15日、９月28日）

ズームアップつちうら

まちの話題 ズームアップつちうら
ド ラッカー研修プログラムへ参加 日本下水道協会会長賞受賞

伝統の舞と次世代への継承

青空の下、つちまると一緒に大合唱！

小町の里に響いたケーナの音色

豊かな社会の実現を目指して

　平成24年度第52回下水道の日
「下水道いろいろコンクール」
で、約８万５千点の作品の中か
ら、土浦第五中学校２年（応募
時）色川　裕さんの作品「下水道
に感謝」が、作文部門中学生の
部で日本下水道協会会長賞を受
賞しました。おめでとうござい
ます。

　土浦城址本丸内で「第16回土浦薪能」が行われました。
日中は「21世紀を担う土浦能楽大会」で子どもたちによ
る能が、夜はかがり火が照らし出す幻想的な舞台で、
人間国宝である観世銕之丞さんや宝生閑さんなどによ
る能などが披露され、観客は伝統芸能の奥深さを感じ
ながら見事な舞を堪能していました。（９月14日）


